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(57)【要約】
　本発明は、情報技術に関し、特に、自動インターフェース変更の方法に関する。方法は
、技術ツールのセットを強化し、実装および実行の段階で柔軟な方式でユーザインターフ
ェースをセットアップすることを可能にする。この技術的な結果は、開発段階で事前に個
別のシステム要素を作成し、その構成依存要素を指定し、そのような個別の要素を記憶デ
バイスに保存する段階と、個別のシステム要素の値を記憶するために特別な要素を形成す
る段階と、アプリケーションの実装または実行の段階で前記特別なシステム要素の値を設
定する段階と、アプリケーションの実行の段階でその個別のシステム要素をダウンロード
する段階と、特別な値の記憶要素から個別のシステム要素の値を取得することと、個別の
システム要素の取得された値を使用することによって、構成依存要素と接続されたユーザ
インターフェース要素を再構成する段階とを含む自動インターフェース変更の方法を適用
することによって達成される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　開発段階で事前に個別のシステム要素を作成し、その構成依存要素を指定し、そのよう
な個別の要素を記憶デバイスに保存する段階と、
　前記個別のシステム要素の値を記憶するために特別な要素を形成する段階と、
　アプリケーションの実装または実行の段階で前記特別なシステム要素の値を設定する段
階と、
　前記アプリケーションの実行の段階でその個別のシステム要素をダウンロードする段階
と、
　特別な値の記憶要素から前記個別のシステム要素の値を取得する段階と、
　前記個別のシステム要素の前記取得された値を使用することによって、構成依存要素と
接続されたユーザインターフェース要素を再構成する段階と
　を含む、自動ユーザインターフェース変更の方法。
【請求項２】
　いくつかの個別の要素に依存する前記ユーザインターフェース要素が、少なくともそれ
らの個別の要素のうちの１つによって許可されると表示される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　開発段階で事前に個別のシステム要素を作成し、その構成依存要素を指定し、そのよう
な個別の要素を記憶デバイスに保存する段階と、
　前記個別のシステム要素の値をパラメータ化する要素を作成する段階と、
　前記個別のシステム要素の値とのパラメータ値の一致を記憶することを目的とする要素
を形成する段階と、
　アプリケーションの実装または実行の段階で前記個別のシステム要素の値とのパラメー
タ値の一致を入力する段階と、
　アプリケーションの実行の段階で前記パラメータ値を設定する段階と、
　前記指定されたパラメータ値に対応する前記個別のシステム要素の前記値を、前記個別
のシステム要素の値とのパラメータ値の一致を記憶する前記要素から選択する段階と、
　前記個別のシステム要素の前記取得された値を使用することによって、構成依存要素と
接続されたユーザインターフェース要素を再構成する段階と
　を含む、自動ユーザインターフェース変更の方法。
【請求項４】
　いくつかの個別の要素に依存する前記ユーザインターフェース要素が、少なくともそれ
らの個別の要素のうちの１つによって許可されると表示される、請求項３に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、情報技術に関し、より詳細には、自動インターフェース変更の方法（ｍｅｔ
ｈｏｄ　ｏｆ　ａｕｔｏｍａｔｅｄ　ｉｎｔｅｒｆａｃｅ　ｃｈａｎｇｅ）に関する。
【背景技術】
【０００２】
　自動インターフェース変更のプロセスは、パソコン、ノートパソコンなどの電子コンピ
ュータ上のビジネスアプリケーションの実装または実行の段階でユーザインターフェース
を構成する、柔軟でユーザフレンドリな方法を必要とする。
【０００３】
　「実装」（Ｉｍｐｌｅｍｅｎｔａｔｉｏｎ）は、これ以降、ユーザが実行するために、
電子コンピュータ上にソフトウェアを配備し、固有の環境に従うようにソフトウェアを構
成するプロセスを指す。
【０００４】
　前記課題に対処する様々な方法が存在する。
【０００５】
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　米国特許出願公開第２０１１／２５２３９７号（２０１１年１０月１３日発行）は、ユ
ーザから要求を受け取ることと、要求されたサービスを提供することが可能なすべての構
成を動的な特徴モデルから取得することと、対応する構成を取得することと、取得された
構成に基づいてシステムのリソースを再構成することと、要求されたサービスを提供する
こととを含む、自動インターフェース変更の方法を提案する。結果として、前記方法によ
り、ユーザインターフェースなしで、リアルタイムに変化する環境向けに最適化されたサ
ービスを提供することが可能にある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】米国特許出願公開第２０１１／２５２３９７号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、すべてのシステム構成を取得して対応する構成を選ぶこと、および取得
された構成に基づいてシステムリソースを再構成することは、ユーザインターフェースを
変更するプロセスを長くし、すべての可能な構成を記憶するためにかなりのリソースを必
要とするので、この方法は、使用が限定される。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　したがって、アプリケーションを実装または実行するときに、柔軟でユーザフレンドリ
な方法でユーザが自分自身でそれを構成することが可能になるであろう、自動インターフ
ェース変更の高速で汎用的な方法を開発することによって、技術ツールのセットを強化す
る必要がある。
【０００９】
　この目標および指定された技術的な結果を達成するために、第１の発明の実施形態は、
以下のフェーズを含む自動インターフェース変更の方法を提案する。開発段階で事前に個
別のシステム要素（ｓｅｐａｒａｔｅ　ｓｙｓｔｅｍ　ｅｌｅｍｅｎｔ）を作成し、その
構成依存要素（ｃｏｍｐｏｓｉｎｇ　ｄｅｐｅｎｄｅｎｔ　ｅｌｅｍｅｎｔｓ）を指定し
、そのような個別の要素を記憶デバイスに保存することと、個別のシステム要素の値を記
憶するために特別な要素（ｓｐｅｃｉａｌ　ｅｌｅｍｅｎｔ）を形成することと、アプリ
ケーションの実装または実行の段階で前記特別なシステム要素の値を設定することと、ア
プリケーションの実行の段階でその個別のシステム要素をダウンロードすることと、特別
な値の記憶要素から個別のシステム要素の値を取得することと、個別のシステム要素の取
得された値を使用することによって、構成依存要素と接続されたユーザインターフェース
要素（ｕｓｅｒ　ｉｎｔｅｒｆａｃｅ　ｅｌｅｍｅｎｔｓ）を再構成すること。
【００１０】
　以下の発明の実施形態により、以下のフェーズを含む自動インターフェース変更の方法
を適用することによって、指定された技術的な結果を達成することが可能になる。開発段
階で事前に個別のシステム要素を作成し、その構成依存要素を指定し、そのような個別の
要素を記憶デバイスに保存することと、個別のシステム要素の値をパラメータ化する要素
を作成することと、個別のシステム要素の値とのパラメータ値の一致を記憶することを目
的とする要素を形成することと、アプリケーションの実装または実行の段階で個別のシス
テム要素の値とのパラメータ値の一致を入力することと、アプリケーションの実行の段階
でパラメータ値を設定することと、個別のシステム要素の値とのパラメータ値の一致を記
憶する要素から、指定されパラメータ値に対応する個別のシステム要素の値を選択するこ
とと、個別のシステム要素の取得された値を使用することによって、構成依存要素と接続
されたユーザインターフェース要素を再構成すること。
【００１１】
　２つの実施形態の固有の属性は、システム要素がいくつかの個別の要素に依存する場合
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、そのようなシステム要素と接続されたインターフェースの部分が、少なくともそれらの
個別の要素のうちの１つによって許可されると表示されることである。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の第１のバージョンによる、自動インターフェース変更の方法を示す論理
ブロック図である。
【図２】本発明の第２のバージョンによる、自動インターフェース変更の方法を示す論理
ブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　本発明は、任意のビジネス分野における企業内の経済活動および組織活動、様々なタイ
プの会計分析、財務分析、および経済分析に関するプロセスの自動化全体に向けて設計さ
れた、コンピューティングシステム（以下、「システム」）内の電子コンピュータ（たと
えば、パソコンなど）に実装することができる。１組の不変のファイルとして存在するシ
ステムは、開発者とユーザの両方によって適用される様々なソフトウェアツールの組合せ
を備える。システムは、相互に作用する２つの部分に論理的に分割される。それらは、構
成、すなわち、任意の特定の企業の環境に従うシステムおよび実行されるべきタスクを構
成する能力、ならびに構成動作を管理するプラットフォームである。本発明の実装形態は
、様々なタスクを扱うために使用される１組のデータを記憶する関連情報ベースを必要と
する。
【００１４】
　自動インターフェース変更の方法により、ユーザ自身によってインターフェースをセッ
トアップする柔軟でユーザフレンドリな機能、およびシステム内に作成された個別の要素
のパラメータに基づいてインターフェースをセットアップする機能を提供しながら、実装
中またはシステム動作中のユーザインターフェースの迅速な構成が可能になる。
【００１５】
　本発明で提示される方法は、アプリケーション自体を変更することなく、すなわち、シ
ステムソフトウェアコードのいかなる部分も削除または修正することなく、機能ブロック
全体を実装するときのアクティブ化／非アクティブ化を対象とする。たとえば、開発者は
、個別のシステム要素として、追加オブジェクトのプロパティ、たとえば「製品」プロパ
ティと連携する機能を指摘することができる。このケースでは、開発者がこの機能を無効
にする場合、追加の「製品」プロパティに関するすべての機能は、システムインターフェ
ース内で隠される。指定された設定値を用いて、システムは自動的に新しい状態をセット
アップし、インターフェースを理解し易く、不要な要素がなく、提携に便利にする。
【００１６】
　第１のバージョンで提示される方法は、開発段階で事前に個別のシステム要素を作成し
（図１－１２０）、その構成依存要素を指定し（図１－１１０）、そのような個別の要素
を記憶デバイスに保存することを含む。この要素の中で、他のどのシステム要素にそれが
影響するかを指定することも必要である。属性、コマンドなどの様々なシステム要素は、
個別のシステム要素の一部であり得る。属性は、ユーザが読み取るか、または完成するた
めのフォームに表示される、カタログまたはドキュメントのフィールドである。コマンド
は、ユーザによって実行されるべきアクションを記述するために、開発者によって使用さ
れる構成オブジェクトである。
【００１７】
　次いで、個別のシステム要素（図１－１２０）の値を記憶するために、特別な要素が形
成される（図１－１３０）。この特別な要素（図１－１３０）は、そのために要素の値の
ソースとして働くオブジェクトを選択することができる、指定されるべき必要なプロパテ
ィ－ストレージプロパティを有する。たとえば、定数、カタログ属性、および情報レジス
タのリソースとして、そのようなオブジェクトを選択することができる。定数は、めった
に変化しない値、たとえば、組織名、納税者番号、取締役の名前などを記憶する。カタロ
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グは、データの均質な要素のリストと連携するために使用されるツールである。任意のカ
タログは、自動的に作成される２つの必要な属性、「コード」および「名称」を有する。
名称に加えて何らかの他の情報を含む場合がある他のカタログ属性は、作成されている固
有のカタログごとに決定されるべきである。情報レジスタは、次元の組合せによって配備
される情報を記憶することを目的とする。レジスタのリソースは、レジスタに記憶された
定量的データまたは積分データである。インターフェースを管理するために、それらの値
がブール型属性に記憶された個別の要素のみを使用することができる。
【００１８】
　実装または実行の段階（図１－２００）で、アプリケーションは、前記特別なシステム
要素の値（図１－２１０）をセットアップする。アプリケーションの実行の段階（図１－
３００）で、システム内で作成された個別の要素がダウンロードされ（図１－１２０）、
個別の要素の値が特別な値の記憶要素（図１－１３０）から取得され、構成依存要素（図
１－１１０）に対応するユーザインターフェース要素（図１－３１０）が、特別な要素の
取得された値（図１－２１０）に基づいて再構成される。特別なケースでは、いくつかの
個別の要素に依存するか、またはいくつかの個別の要素（図１－１２０）の一部であるユ
ーザインターフェース要素（図１－３１０）は、少なくともそれらの個別の要素（図１－
１２０）のうちの１つによって許可されると表示される。
【００１９】
　本発明の第１のバージョンは、特定の実装形態の環境に依存して、顧客に奉仕する部門
による、そのような顧客の課金機能の無効化を実現することが必要とされるときのタスク
によって例示することができ、その結果、ドキュメントが扱われるとき、ドキュメントフ
ォーム内で「部門」フィールドが表示されない。この目的を達成するために、個別の要素
（図１－１２０）である、「部門による課金」要素が作成されるべきである。依存システ
ム要素（図１－１１０）（たとえば、「クライアントのレシート」ドキュメント属性）は
、個別の要素の組立てにおいて指定されるべきである。次いで、特別な要素（図１－１３
０）である「部門による課金」定数は、ブール型システム要素の値のソースを記憶するた
めに形成されるべきである。特別な要素の値（図１－２１０）は、実装または実行の段階
（図１－２００および図１－３００）で「偽」に設定されるべきであり、これにより、「
部門による課金」の個別の要素（図１－１２０）が無効になり、システムは、たとえば、
フィールド、コマンド、レポート要素などの個別の要素（図１－１２０）からなるすべて
のインターフェース要素（図１－３１０）の表示を自動的に再構成し、この特別なケース
では、ユーザインターフェースは「部門」フィールドを隠す。
【００２０】
　本発明の第２のバージョンに関しては、個別の要素の値（図２－１２０）は、いくつか
のパラメータに依存する。この依存性を実装するために、個別のシステム要素の値をパラ
メータ化する特別の要素が使用される。
【００２１】
　この方法は、開発段階（図２－１００）で事前に個別のシステム要素（図２－１２０）
を作成し、その構成依存要素（図２－１１０）を指定し、そのような個別の要素を記憶デ
バイスに保存することを含む。次いで、個別のシステム要素（図２－１２０）の値をパラ
メータ化する要素（図２－１４０）が作成される。その要素は、それらの値が個別の要素
の値の選択を決定する１組のオブジェクトを指定するべきである。利用可能なオブジェク
トのリストは、カタログおよび情報レジスタの次元を含む。このケースでは、レジスタの
次元は、情報を記憶するためにどのような視点が使用されるべきかを示す。カタログの全
リストからの１つのカタログ、および各情報レジスタからの１つの次元は、このリスト内
のパラメータ値ごとに選択することができる。たとえば、個別の要素（図２－１２０）が
カタログ属性に記憶された場合、パラメータは特定のカタログ要素へのリンクを含むべき
である。個別の要素（図２－１２０）が情報レジスタのリソースに記憶された場合、すべ
てのレジスタの次元の値が指定されるべきである。このケースでは、あらゆる次元はその
パラメータによって特徴付けられるべきである。パラメータにより、実装段階で１度しか
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図２－１２０）のパラメータに基づいて変化することができる結果を用いて、個別のシス
テム要素を作成することが可能になる。
【００２２】
　次のステップは、個別のシステム要素の値とのパラメータ値の一致を記憶することを目
的とする要素を形成すること（図２－１３０）と、アプリケーションの実装または実行の
段階（図２－２００）で個別のシステム要素の値とのパラメータ値の一致（図２－２１０
）を入力することとを含む。次いで、アプリケーションの実行の段階（図２－３００）で
パラメータ値（図２－３１０）が設定されるべきである。指定されたパラメータ値（図２
－３１０）に対応する個別の要素の値（図２－３２０）は、個別のシステム要素の値との
パラメータ値の一致を記憶する要素（図２－１３０）から選択される。次いで、構成依存
要素（図２－１１０）と接続されたユーザインターフェース要素（図２－３３０）は、個
別のシステム要素の値（図２－１２０）に基づいて再構成される。ブール型の個別の要素
（図２－１２０）にすべてのパラメータが指定されるとは限らない場合、指定されないパ
ラメータを有するすべての値に対して「ＯＲ」演算が実行される。たとえば、「組織」次
元および「倉庫」次元を有する情報レジスタに個別の要素（図２－１２０）が記憶され、
「組織」次元のみが指定された場合、個別の要素の値（図２－１２０）は、「倉庫」次元
内で列挙された倉庫のうちの少なくとも１つについての個別の要素の値（図２－１２０）
が「真」であるという条件で「真」になる。
【００２３】
　本発明の次のバージョンは、製品のレシートが登録される組織に依存して、ドキュメン
ト内の「ＶＡＴ率」フィールドを表示するか、または隠すことが必要とされるときのタス
クによって例示することができる。組織が個別の税務会計を保持している場合、ユーザが
共通（デフォルト）または任意の他の（たとえば、低減された）率を選ぶことを可能にす
るために、「ＶＡＴ率」フィールドは表示されるべきである。組織が個別の会計を保持し
ていない場合、デフォルトの「ＶＡＴ率」が使用されるので、このフィールドは隠される
べきである。この目標を達成するために、方法は、システム内に個別の要素（図２－１２
０）、すなわち、「個別のＶＡＴ会計」要素を作成し、その構成依存要素（図２－１１０
）を指定し、作成された要素を記憶デバイスに保存することを必要とする。次のステップ
は、個別の要素（図２－１２０）の値をパラメータ化する「組織」要素（図２－１４０）
を作成し、個別の要素の値とのパラメータ値の一致を記憶するための要素（図２－１３０
）を形成することである。したがって、個別の要素の値（図２－１２０）は、ブール型の
「カタログ．組織．属性．個別ＶＡＴ会計」カタログ属性に記憶される。アプリケーショ
ンの実装または実行の段階（図２－２００および図２－３００）で、「組織」パラメータ
値がセットアップされ（図２－３１０）、対応する「偽」または「真」の値が選択される
。次いで、組織が個別の税務会計を保持していない場合、「ＶＡＴ率」フィールドは隠さ
れ、組織が個別の税務会計を保持している場合、このフィールドは表示される。第１の実
施形態の例と同様に、特別なケースでは、いくつかの個別の要素に依存するか、またはい
くつかの個別の要素の一部であるユーザインターフェース要素は、少なくともそれらの個
別の要素（図２－１２０）のうちの１つによって許可されると表示される。
【００２４】
　このように、本発明の実施形態によって提案された自動インターフェース変更の方法は
、技術ツールのセットを強化し、実装および実行の段階で柔軟な方式でユーザインターフ
ェースをセットアップすることを可能にする。
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